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平成２１年第４回定例会

三 沢 市 議 会 会 議 録

（平成２１年１２月１６日）第４号

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

◎議事日程

（予算審査特別委員会審査報告）

第１ 議案第80号 平成２１年度三沢市一

般会計補正予算（第５号）

第２ 議案第81号 平成２１年度三沢市国

民健康保険特別会計補正予算

（第２号）

第３ 議案第82号 平成２１年度三沢市食

肉処理センター特別会計補正予

算（第１号）

第４ 議案第83号 平成２１年度三沢市土

地区画整理事業特別会計補正予

算（第１号）

第５ 議案第84号 平成２１年度三沢市老

人保健特別会計補正予算（第１

号）

第６ 議案第85号 平成２１年度三沢市農

業集落排水事業特別会計補正予

算（第１号）

第７ 議案第86号 平成２１年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第

２号）

第８ 議案第87号 平成２１年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第２

号）

第９ 議案第88号 平成２１年度三沢市後

期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）

第10 議案第89号 平成２１年度三沢市水

道事業会計補正予算（第２号）
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─────────────────
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の任命につき同意を求めること
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１．提案理由の説明
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─────────────────
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（２０名）◎出席議員

議長 １番 馬 場 騎 一 君

副議長 １７番 山 本 弥 一 君

２番 瀬 崎 雅 弘 君

３番 奥 本 菜保巳 君

４番 加 澤 明 君

５番 鈴 木 重 正 君

６番 藤 田 光 彦 君

７番 天 間 勝 則 君

８番 太 田 博 之 君

９番 附 田 一 君

１０番 堀 光 雄 君
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１８番 堤 喜一郎 君

１９番 小比類巻 種 松 君

２０番 森 三 郎 君

─────────────────

（０名）◎欠席議員

─────────────────

（２７名）◎説明のため出席した者

市 長 種 市 一 正 君

副 市 長 大 塚 和 則 君

政策財政部長 澤 口 正 義 君

総 務 部 長 工 藤 智 彦 君
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国保年金課長 小 泉 富 男 君

農政水産課長 中野渡 進 君
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庶 務 係 長 河 村 健 康 君
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主 事 鳴 海 拓 君
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午前１０時００分 開議

定足数に達しており○議長（馬場騎一君）

ますので、４日目の本会議を開きます。

なお、本日は休会日となっておりました

が、会議規則第１０条第３項の規定より御通

知申し上げたとおり、特に本日、会議を開く

ことにしました。御了承お願いいたします。

それでは、本日の議事は、お手元に配付し

ております議事日程第４号をもって進めま

す。

─────────────────

◎日程第 １ 議案第８０号から

日程第１１ 議案第９０号まで

日程第１ 議案第８○議長（馬場騎一君）

０号から日程第１１ 議案第９０号までの１

１件を一括議題とします。

予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ただいまの委員長報○議長（馬場騎一君）

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

討論を行います。

なお、討論の通告がありますので、発言を

許します。

８番太田博之議員。

私は、議案第８０号○８番（太田博之君）

平成２１年度三沢市一般会計補正予算（第５

号）について、本議案に反対の立場で討論い

たします。

さて、本年６月に開催された平成２１年第

２回定例会において、アメリカ村の拠点施設

ＭＧプラザの公共機能部分として、日米交流

イベントスペースの工事費の補助金１億３,

９００万円が原案どおり可決されました。

しかし、その定例会の議案審議において、

今回提案された日米交流スペースがまちの駅

になるとの説明は一切されていません。ま

た、後日明らかになるＭＧプラザの外観が既

に設計変更されていたにもかかわらず、説明

されることはありませんでした。さらには、

ここ１カ月にわたり、ＭＧプラザにかかわる

事業や新事実が、市議会に対し何の説明もな

く、次から次へと明らかになってきました。

１１月３日に開催されたプレオープンイベ

ントは、地元商店街の方々も、開催する日時

も内容も知らされないうちに行われ、商店街

の人たちはもちろん、市民の人たちからも疑

問視する声が多く聞こえてきました。また、

そのプレイベント前日に開催された中心市街

地活性化対策特別委員会では、そのイベント

の新聞報道をなぞるように説明されただけ

で、日米交流イベントスペースに、一部まち

の駅のような機能も持たせたいとの考えも示

されましたが、詳細については一切説明があ

りませんでした。

当初、三沢市中心市街地活性化基本計画に

おいては、活性化の目標値の設定と、その実

現のための行動計画が明確に示されていまし

た。しかし、ことしに入ってからは、テナン

トの変更、活性化事業の実施体制の変更に伴

う当初計画と変更計画における目標算定方法

と目標値の違い、そして、目標値達成のため

の具体的行動計画が一切説明されないまま、

なし崩し的に事業が進められているのが現状

であります。

さらに、事業主体であるＭＧインターナ

ショナル株式会社の長期収支計画やテナント

における情報がいまだに明らかにされていな

いだけでなく、当初契約していた工事請負業

者がコンサルからも提訴されていることが明

らかになるなど、結局、議会も市民も一切何

も知らされていないのであります。

それでは、８０億円を超える巨費を投じて

行ってきたアメリカ村構想は一体だれのため

の事業なのでしょうか。

本議案で計上されたまちの駅みさわの産直

市場は、大通り地区において計画されていた

集客個店施設のソフト事業をＭＧプラザへ移

行したものであります。言うまでもなく、大

通り地区とＭＧプラザが立地する中央地区と

では、もともとコンセプトが全く違うのであ
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ります。これは、アメリカ村で江戸村の商品

を売るようなもので、到底市民や消費者には

受け入れられるはずもありません。

まちの駅みさわは、テナント出店について

困難を強いられている現状を打破するための

勧誘だそうですが、出店を予定した方から、

ＭＧプラザがまちの駅になるなら話が違う、

もう出店をしないと私へ連絡してきた方もお

ります。本末転倒とはこのことであります。

また、２００メートルも離れていない幸町

には、三沢市野菜集出荷所、いわゆる三沢市

青果市場が開設されており、その整合性も問

われる中、今回のまちの駅みさわの事業は、

事業者、商工会、行政の開業のおくれに対す

る責任を回避するためだけの思いつき事業の

ようにしか映りません。

先日、青森市の中心市街地の拠点施設アウ

ガの問題が大きく報道されました。アウガ

は、市民不在の中、開業を急ぐ余り本来の中

心市街地活性化の趣旨や目的を忘れ、市民本

位の開発であり、市民のための事業投資であ

ることも忘れ、計画がずさんになっていきま

した。行き当たりばったりの政策が続き、問

題点が浮き彫りになっていく中でも、やまし

き沈黙を続け、情報を公開しないまま、開業

ありきで進んでいきました。アウガの経営危

機の原因は、行政の当事者意識の欠落と無責

任体質ということでは、ＭＧプラザの現状そ

のものではありませんか。

これまで、私は、業者と商工会、行政が一

体となって頑張っていただけるものと信じて

おりましたが、これ以上、先行き不透明な、

市民不在の予算措置を見逃すことはできませ

ん。

最後に、このまちの駅みさわをオープンす

ることは、アメリカ村に期待していた市民、

米軍家族を裏切るだけでなく、全国から三沢

にやってくる航空ファンの失望にもつなが

り、はかり知れないイメージダウンを三沢市

が受けることになるでしょう。また、このよ

うな予算が来年度以降も垂れ流し的に計上さ

れることは明白であります。

よって、私は、三沢市の基本理念「人とま

ち みんなで創る 国際文化都市」の理念に

も相反するこの施策であるＭＧプラザにかか

わる補助金、三沢産直推進協議会補助金２０

０万円が盛り込まれている平成２１年度一般

会計補正予算（第５号）に反対するもので

す。

以上で、私の反対討論を終わります。

次に、２番瀬崎雅弘○議長（馬場騎一君）

議員、お願いします。

私は、平成２１年度○２番（瀬崎雅弘君）

三沢市一般会計補正予算（第５号）につい

て、賛成の立場で討論いたします。

平成１９年、当市では、中心市街地の衰退

に歯どめをかけ、まちの活性化を図るべく、

三沢市中心市街地活性化基本計画が策定され

ました。そして、この計画に基づき、これま

で都市再生土地区画整理事業をはじめ、アメ

リカ広場整備など、(仮称)アメリカ村の整備

が進められてきたことは皆様御承知のとおり

であります。この(仮称)アメリカ村の拠点施

設になるべくＭＧインターナショナル株式会

社により建設が進められてきたのが、いわゆ

るＭＧプラザであります。

しかしながら、この完成が当初の計画より

かなりおくれました。このおくれの要因とし

ては、融資や工事請負業者等の問題で、工事

が中断せざるを得ない状況もあったと聞きま

すが、当初計画の見通しに甘さがあったこと

は否めないものであります。当時の役員の責

任は、大変重いものがあると考えるものであ

ります。

そして、今このＭＧプラザがようやく完成

し、近日中に一部オープンされるとのことで

あり、大変喜ばしい限りであります。

新体制になったＭＧインターナショナル株

式会社は、この難しい局面を、国の指導を受

けながら事業規模の縮小を図り、当初の計画

を抜本的に見直しをかけ、また、三沢市商工

会の物心両面にわたる全面的な支援と協力を

仰ぎ、紆余曲折を経て、今般の建物完成まで

こぎ着けたとお聞きしております。これまで



― 85 ―

御尽力されてまいりました商工会をはじめ、

関係各位の御苦労には、心から敬意を表する

ところでございます。

さて、昨今の厳しい経済情勢の中で、まち

の空洞化による市街地の崩壊現象をかんがみ

るに当たり、中心市街地の活性化は喫緊の課

題であり、中心市街地活性化基本計画の早期

実現は待ったなしの状況にあると言えます。

そして、今こそ、地元商店会の皆さんはもと

より、農水産業をはじめとする当市のあらゆ

る産業関係者が結集し、みずからの知恵と努

力により、今日の景気低迷や経済の閉塞感を

打破する必要があるのではないでしょうか。

こうした中、今議会に上程された三沢産直

推進協議会補助金は、市民みずからが立ち上

がり、知恵を出し、工夫をしながら、我がま

ち三沢の特産品や農産物等を市民の皆様に提

供するとともに、情報発信の拠点として中心

市街地活性化のにぎわい創出の呼び水となる

ものと、大いに期待されるものであります。

以上のようなことから、新規創業者の育成

機能を目的としたチャレンジショップと併設

される産直施設運営のための三沢産直推進協

議会補助金は、三沢市中心市街地活性化基本

計画実現に欠くことができないものと認める

ものであり、私は、これに係る所要の予算が

計上された平成２１年度三沢市一般会計補正

予算（第５号）について賛成するものであり

ます。

以上です。

以上で、討論を打ち○議長（馬場騎一君）

切ります。

これより、採決します。

議案第８０号を除く、議案第８１号から議

案第９０号までの１０議案は、委員長報告の

とおり決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、議案第８１号平成２１年度三沢市

国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、

可決、議案第８２号平成２１年度三沢市食肉

処理センター特別会計補正予算（第１号）、

可決、議案第８３号平成２１年度三沢市土地

区画整理事業特別会計補正予算（第１号）、

可決、議案第８４号平成２１年度三沢市老人

保健特別会計補正予算（第１号）、可決、議

案第８５号平成２１年度三沢市農業集落排水

事業特別会計補正予算（第１号）、可決、議

案第８６号平成２１年度三沢市下水道事業特

別会計補正予算（第２号）、可決、議案第８

７号平成２１年度三沢市介護保険特別会計補

正予算（第２号）、可決、議案第８８号平成

２１年度三沢市後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１号）、可決、議案第８９号平成２

１年度三沢市水道事業会計補正予算（第２

号）、可決、議案第９０号平成２１年度三沢

市立三沢病院事業会計補正予算（第２号）、

可決とそれぞれ決しました。

次に、議案第８０号を採決します。

本案に対する委員長報告は可決です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数です。○議長（馬場騎一君）

よって、議案第８０号平成２１年度三沢市

一般会計補正予算（第５号）については、可

決と決しました。

─────────────────

◎日程第１２ 議案第９１号から

日程第１８ 議案第９７号まで

日程第１２ 議案第○議長（馬場騎一君）

９１号から日程第１８ 議案第９７号までの

７件を一括議題とします。

条例等審査特別委員会の審査報告書は、お

手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

ただいまの委員長報○議長（馬場騎一君）

告に対し、質疑・討論をあわせて行います

が、通告がありませんので、質疑・討論を終

結します。

これより、採決します。
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議案第９１号から議案第９７号までの７議

案は、委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、議案第９１号三沢市立学校設置条

例の一部を改正する条例の制定について、可

決、議案第９２号三沢市水道事業の設置等に

関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、可決、議案第９３号財産の取得につい

て、可決、議案第９４号新たに生じた土地の

確認について、可決、議案第９５号新たに生

じた土地の町名について、可決、議案第９６

号新たに生じた土地の町名について、可決、

議案第９７号町の区域の変更について、可決

とそれぞれ決しました。

─────────────────

◎日程第１９ 議案第９８号

日程第１９ 議案第○議長（馬場騎一君）

９８号三沢市教育委員会委員の任命につき同

意を求めることについてを議題とします。

この議案は、本日、執行部より追加議案と

して提出されたものです。

提案理由の説明を願います。

市長。

おはようございま○市長（種市一正君）

す。

議案第９８号について御説明申し上げま

す。

議案第９８号は、三沢市教育委員会委員の

任命につき議会の同意を求めるものでありま

す。

平成２１年１２月２０日をもって横岡勝栄

氏の三沢市教育委員会委員としての任期が満

了することから、新たに吉田健氏を任命する

ため提案するものであります。

なお、本人の略歴につきましては、議案書

に記載しております。

吉田健氏は、人格、識見ともにすぐれた方

でありますので、よろしくお願い申し上げま

す。

以上であります。

お諮りします。○議長（馬場騎一君）

この議案は、三沢市議会会議規則第３７条

第３項の規定により、委員会付託を省略し、

本会議審議にしたいと思います。これに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

なお、この議案は人事案件でもありますの

で、先例により、質疑・討論を省略し、直ち

に採決したいと思います。これに御異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め、○議長（馬場騎一君）

質疑・討論を省略し、直ちに採決します。

議案第９８号は、これに同意することに御

異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、議案第９８号三沢市教育委員会委

員の任命につき同意を求めることについて

は、これに同意することに決しました。

─────────────────

◎日程第２０ 議案第９９号

日程第２０ 議案第○議長（馬場騎一君）

９９号三沢市固定資産評価審査委員会委員の

選任につき同意を求めることについてを議題

とします。

この議案は、本日、執行部より追加議案と

して提出されたものです。

提案理由の説明を願います。

市長。

議案第９９号につい○市長（種市一正君）

て御説明申し上げます。

議案第９９号は、三沢市固定資産評価審査

委員会委員の選任につき議会の同意を求める

ものであります。

平成２１年１２月２０日をもって中村憲一
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氏の三沢市固定資産評価審査委員会委員とし

ての任期が満了となることから、引き続き同

氏を選任するとともに、平成２２年２月２７

日をもって任期満了となる寺沢武雄氏の後任

として、新たに髙田秀男氏を選任するため提

案するものであります。

両氏は、人格、識見ともにすぐれた方であ

りますので、よろしくお願い申し上げます。

以上であります。

お諮りします。○議長（馬場騎一君）

この議案は、三沢市議会会議規則第３７条

第３項の規定により、委員会付託を省略し、

本会議審議にしたいと思います。これに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

なお、この議案は人事案件でもありますの

で、先例により、質疑・討論を省略し、直ち

に採決したいと思います。これに御異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め、○議長（馬場騎一君）

質疑・討論を省略し、直ちに採決します。

提案されました中村憲一氏については、こ

れに同意することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、議案第９９号中、中村憲一氏につ

いては、これに同意することに決しました。

次に、髙田秀男氏について採決します。

髙田秀男氏については、これに同意するこ

とに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、議案第９９号中、髙田秀男氏につ

いては、これに同意することに決しました。

─────────────────

◎日程第２１ 議案第１００号

日程第２１ 議案第○議長（馬場騎一君）

１００号人権擁護委員候補者の推薦につき意

見を求めることについてを議題とします。

この議案は、本日、執行部より追加議案と

して提出されたものです。

提案理由の説明を願います。

市長。

議案第１００号につ○市長（種市一正君）

いて御説明申し上げます。

議案第１００号は、人権擁護委員候補者の

推薦につき議会の意見を求めるものでありま

す。

平成２２年３月３１日をもって藤岡清湖氏

及び堀光雄氏の人権擁護委員としての任期が

満了することから、引き続き藤岡清湖氏、ま

た、新たに岩舘健氏を人権擁護委員の候補者

として推薦するため、提案するものでありま

す。

両氏は、人格、識見ともにすぐれた方であ

りますので、よろしくお願い申し上げます。

お諮りします。○議長（馬場騎一君）

この議案は、三沢市議会会議規則第３７条

第３項の規定により、委員会付託を省略し、

本会議審議にしたいと思います。これに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

なお、この議案は人事案件でもありますの

で、先例により、質疑・討論を省略し、直ち

に採決したいと思います。これに御異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認め、○議長（馬場騎一君）

質疑・討論を省略し、直ちに採決します。

提案されました藤岡清湖氏については、こ

れに同意することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）
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す。

よって、議案第１００号中、藤岡清湖氏に

ついては、これに同意することに決しまし

た。

次に、岩舘健氏について採決します。

岩舘健氏については、これに同意すること

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、議案第１００号中、岩舘健氏につ

いては、これに同意することに決しました。

─────────────────

◎日程第２２ 基地対策特別委員会

中間報告

日程第２２ 基地対○議長（馬場騎一君）

策特別委員会中間報告を議題とします。

１５番。

本委員会にお○１５番（小比類巻雅彦君）

いて審査中の事件について、会議規則第４５

条第２項の規定に基づき、中間報告をいたし

ます。

本委員会は、去る１０月１３日、会議を開

催し、さきに国に対して要望した三沢基地周

辺対策に関する要望事項の進捗状況について

確認をいたしました。

その結果、要望した１４項目のうち、三沢

第二滑走路の早期着工と航空機産業等の企業

集積について、地域の実情に合った移転補償

対象区域の見直しについて、住宅防音工事の

助成措置にかかわる改善及び柔軟な運用につ

いて、航空機騒音の規制措置について、三沢

基地広報館の設置について、特定防衛施設周

辺整備調整交付金等の増額についての以上の

６項目については、重点要望事項として、再

度、国に要請する必要があるとの結論に至

り、これに基づき、１１月２５日には、執行

部及び議長とともに防衛省の楠田大臣政務官

を訪ね、本市の現状を訴えるとともに、それ

ぞれの実現に向けて強く要望してまいりまし

た。

要望に対し、楠田大臣政務官からは、１点

目の三沢飛行場第二滑走路の早期着工につい

ては、過去の検討結果も総合して、早期に実

現できるようにと考えているとのこと。

２点目の地域の実情に合った移転補償対象

区域の見直しについては、現行法では対象外

となっていることもあるが、承って、検討を

進めていきたいとのこと。

３点目の住宅防音工事の助成措置にかかわ

る改善及び柔軟な運用については、樹脂サッ

シの件については、早期に実施できるように

と考えているとのこと。

４点目の航空機騒音の規制措置について

は、ＮＬＰは可能な限り硫黄島で行うよう米

軍に対し申し入れており、三沢では平成１３

年以降行われていないが、今後もないように

ついて強く申し入れているとのこと。

５点目の三沢基地広報館の設置について

は、国民に防衛の実際を広く知ってもらうこ

とが重要で、そのためにも広報を積極的に活

用していきたいと考えており、防衛予算の確

保に努めていく。三沢基地広報館にどうやっ

て役に立てるか、これから検討したいとのこ

と。

６点目の特定防衛施設周辺整備調整交付金

等の増額については、９条交付金は、できる

だけ早期に交付できるように財務省と折衝し

ている。また、額についても、できる限り目

減りすることのないよう議論しているので、

近いうちに報告させていただきたいとのこ

と、それぞれ回答がありました。

なお、今回の要望行動は半数の委員の参加

により実施したことから、１２月９日に会議

を開催し、今回参加されなかった委員にその

内容を報告するとともに、意見の交換を行い

ましたが、今回の要望行動は、従来の事務方

への説明ではなく、政務三役へ面会し要望す

ることができ、大きな効果があったとの意見

や、今回の経験を踏まえ、今後の要望の仕方

や要望項目の決定方法などを検討すべきとの

意見も出されました。

民主党主導による新政権が誕生し、要望や

陳情の仕方も変わってまいりました。今後
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は、国政の状況をよく注視しながら、より効

果的な要望方法、要望内容については委員間

で協議を重ね、それぞれの課題の早期実現に

向け活動してまいりたいと考えております。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、基地対策特別委員会の中間報

告といたします。

質疑を行います。○議長（馬場騎一君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑を終結します。○議長（馬場騎一君）

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、基地対策特別委員会については、

引き続き閉会中の継続審査とします。

─────────────────

◎日程第２３ 中心市街地活性化対

策特別委員会中間報

告

日程第２３ 中心市○議長（馬場騎一君）

街地活性化対策特別委員会中間報告を議題と

します。

１４番。

中心市街地活○１４番（小比類巻正規君）

性化対策特別委員会における審査状況につい

て、会議規則第４５条第２項の規定に基づ

き、中間報告をいたします。

先般、１１月２日、委員会を開催し、市立

三沢病院跡地利用について調査いたしまし

た。

はじめに、執行部より病院跡地の売却につ

いて、公募方法等その要項が決定したとの報

告がありました。

今日、現在既に公表されておりますが、そ

の内容は、公募型プロポーザル随意契約方

式、いわゆる企画競争により売却するという

ものでありました。詳細につきましては、三

沢市のホームページ等にも掲載されておりま

すので割愛いたしますが、基本的には、約

９,７００平方メートルの土地を、最低売却

価格、税抜き３億６,１００万円をもって一

括売却するという。

なお、提案に当たって、留意事項として、

さきに決定されていた三沢市立三沢病院の跡

地利用に関する基本方針を遵守していただく

旨の規制を設けているとのことでありまし

た。

委員からは、もし公募がなかった場合の方

策等について質問がありましたが、執行部と

しては、一括売却に向け最大限努力している

ところであるが、賃貸という可能性も否定す

ることなく検討してまいりたいとのことであ

りました。

また、別の委員からは、事業者選定の経過

についてはしっかり市民に周知してほしいと

いった意見や、事業選定については、跡地利

用基本方針に沿って、現在進行中のアメリカ

村との共存が図れるようにしていただきたい

といった意見があったところであります。

これについて、執行部からは、審査要領に

基づき各町内会に審査を依頼するとともに、

市民説明会を開催するなど、一般市民からも

意見を聴取し、それらの結果を踏まえ、公開

の場で行う市立三沢病院跡地利用審査委員会

で議論し、最終案を市長に答申することによ

り、市民参加の透明性を確保してまいりたい

とのことでありました。

また、報告として、懸案となっていたＭＧ

プラザについては、その一部が１２月中に

オープンする予定であるとの報告もありまし

た。こちらについても、既に新聞報道等で公

表されておりますが、今後は、中心市街地の

にぎわいを創造すべく、一定の役割を担われ

るよう期待するものであります。

最後になりますが、当委員会といたしまし

ては、今後とも三沢市立病院跡地利用等の懸

案事項について、さらなる調査、研究、助言

を行うことにより、中心市街地の活性化を促

進してまいりたいと考えております。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ
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とを申し添えまして、当委員会の中間報告と

いたします。

質疑を行います。○議長（馬場騎一君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑を終結します。○議長（馬場騎一君）

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、中心市街地活性化対策特別委員会

については、引き続き閉会中の継続審査とし

ます。

─────────────────

◎日程第２４ 総務文教常任委員会

所管事務調査報告

日程第２４ 総務文○議長（馬場騎一君）

教常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。

１２番。

去る１２月１日に○１２番（野坂篤司君）

開催されました総務文教常任委員会における

所管事務調査の内容について、御報告申し上

げます。

今回は、高等教育機関設置に係る検討状況

についてと、学校給食センター設置事業の進

捗状況について調査を行いました。

まず、１件目の高等教育機関については、

現在、執行部において、公立外国語専門学校

の設置が検討されているとのことから、当委

員会としても、去る１１月６日に、全国で唯

一の公立外国語専門学校である富山市の富山

市立市民学園富山外国語専門学校を視察して

きたところであります。

今回は、その視察結果を踏まえた上で、当

市における検討状況について調査を行いまし

た。

執行部の説明では、当市の特色を生かした

人材育成と教育の充実、さらには、国際交流

教育センターを活用する観点から、市立によ

る外国語専門学校を検討しており、昨年度

は、学識経験者等で構成する三沢市国際教養

教育推進研究会から提言書が出されたほか、

今年度は、三沢市における国際系専門学校設

置検討に関するニーズ調査を実施、現在、調

査結果を分析中とのことであります。

また、本年１０月には市役所内部での検討

チームを立ち上げ、今後は、研究会からの提

言やニーズ調査の分析結果を考慮しながら、

総合的に検討していきたいとのことでありま

した。

委員からは、学生や教員の確保の問題や学

校運営経費などの問題について多くの質問が

出されたところですが、執行部からは、研究

会からの提言された身の丈に合った学校を基

本に、適正な学校規模を検証し、採算性につ

いてもさらなる研究を深めていきたいとのこ

とでした。

次に、２件目の学校給食センター設置事業

については、現在、既存施設の老朽化に伴う

移転新築計画が進められていることから、そ

の進捗状況について調査を行いました。

計画では、今年度末までに建物と外構の実

施設計、地質調査が完了予定とのことであ

り、その後については、平成２２年度に用地

買収、平成２３年度から本体工事と外構工事

を行い、平成２４年７月に完成、同年８月の

供用開始を目指し、進められていくことが確

認されました。

以上が調査内容となりますが、今回の会議

では、教育委員会からの報告事項として、第

三中学校の新築計画に係るこれまでの経緯と

今後の具体的な取り組みについての説明があ

り、新築後は、おおぞら小学校と小中一貫教

育を速やかに進めるため、地域の保護者に対

し十分な説明を行っていきたいとのことでし

た。

最後になりますが、今回調査した内容は、

将来の三沢市を担う若者たちを育てていく上

で、いずれも欠かすことのできない重要な課

題であると認識しておりますことから、今後

も引き続き事業の推移を見守りながら、必要
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に応じて意見、提言などをさせていただきた

いと考えております。

以上、簡単でございますが、総務文教常任

委員会の委員長報告とさせていただきます。

質疑を行います。○議長（馬場騎一君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑を終結します。○議長（馬場騎一君）

総務文教常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第２５ 産業建設常任委員会

所管事務調査報告

日程第２５ 産業建○議長（馬場騎一君）

設常任委員会所管事務調査報告を議題といた

します。

１０番。

去る１０月１５日○１０番（堀 光雄君）

及び１１月２７日に行いました産業建設常任

委員会の所管事務調査について、その概要を

御報告申し上げます。

はじめに、１０月１５日に行った所管事務

調査についてですが、この日は、三沢沖での

大型クラゲによる被害状況と対策について、

製氷施設の稼働状況について、飼料米の育成

状況と採算性等について、バイオ燃料推進に

関する施策についての以上４点について調査

を行いました。

まず、１点目の大型クラゲの関係について

ですが、６月下旬、東シナ海において出現が

確認された大型クラゲが、９月に入り、当市

でも連日数千個体の入網が確認され、漁具被

害も発生しているとのことでありました。市

の対応としては、加盟している東部海区沿岸

漁業振興協議会を通じて、県に対し、専門家

による研究体制の設立及び大型化前の早期駆

除の実施、駆除作業費用にかかる助成、漁獲

共済掛金に対する助成について働きかけをし

ていくとのことでありました。

次に、２点目の製氷施設の稼働状況につい

ては、新規設備の設置により、製氷器の生産

能力はもとより、積み込みにおいても時間の

短縮や作業の効率化など、以前と比較し格段

の機能強化が図られていることが確認できま

した。

３点目の飼料米の育成状況と採算性等につ

いては、耕作放棄地の解消、畜産農家への飼

料供給、飼料用米の低コスト生産を目的に、

当市北部の遊休農地において行われている実

証試験について執行部から説明を受けました

が、来年度においても当該事業は実施される

予定とのことであり、品種の選定や採算性等

に注視し、事業の推移を見守ってまいりたい

と考えております。

４点目のバイオ燃料推進に関する施策につ

いては、執行部から当市における実現の可能

性がある分野として、廃食用油を回収してバ

イオディーゼル燃料に再生することと、家畜

ふん尿からバイオガスを製造する方法がある

と考えられるが、全国各地で実施されている

実証試験の結果を見ると、当市においての実

施は、現時点において、採算面の問題から疑

問があるとのことであり、今後は、バイオ燃

料を取り巻く環境を注視し、具体化を検討し

たいとのことでありました。

また、１１月２７日の会議では、当市の産

業立地推進及び特産品開発への取り組みにつ

いて調査いたしましたが、産業立地の推進に

つきましては、執行部から、当市における企

業誘致の体制、これまでの誘致の経緯、雇

用、税収など、誘致企業が当市に与える効

果、今後の見通し等について説明がありまし

た。

企業誘致は、雇用面、税収面など当市経済

に大きな効果が期待できます。幸いにして、

当市は交通面の利便性や地価の安さ、平たん

地であることから、立地環境の評価は比較的

高いとのことであり、委員からは、その特色

をさらにアピールするとともに、それぞれが

持つ人脈なども生かしながら、さらに企業誘

致に努めていくことも必要であるとの意見が

出されました。

また、特産品開発については、執行部か

ら、ゴボウを活用したノンフライごぼうチッ

プスや三沢産ホッキ貝を使用した名物料理、
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三沢ほっき丼などの開発の経緯やＰＲ活動の

方法が、また、ナガイモ、ニンニク、ニンジ

ン、ゴボウなど１次産品についても、三沢産

の表示の徹底や安全性の確保に努めるなど、

特産品の開発に対する取り組みについての説

明がありました。

当市には多くの自慢すべき農水産物があり

ます。特産品は、地域産業の基盤強化、活性

化に大きな効果が得られることから、今後も

これらの豊富な地場産品を活用した特産品開

発に大いに期待するものであります。

今回開催した２回の所管事務調査では、当

市の経済に多大な影響を与える重要な問題に

ついて調査いたしましたが、当委員会として

は、今後も引き続き、当市経済発展のため助

言、提案をさせていただきたいと考えており

ます。

以上、簡単ではございますが、産業建設常

任委員会所管事務調査の報告とさせていただ

きます。

質疑を行います。○議長（馬場騎一君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑を終結します。○議長（馬場騎一君）

産業建設常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員会報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第２６ 議員の派遣について

日程第２６ 議員の○議長（馬場騎一君）

派遣についてを議題とします。

詳細につきましては、印刷してお手元に配

付しております。

お諮りします。

地方自治法第１００条第１３項及び会議規

則第１５８条の２の規定により、別紙のとお

り議員を派遣することに御異議ありません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、別紙のとおり議員を派遣すること

に決しました。

─────────────────

以上で、本定例会に○議長（馬場騎一君）

付議された事件はすべて議了しました。

─────────────────

この際、お諮りしま○議長（馬場騎一君）

す。

今定例会の会期は、明１７日までとなって

おりますが、会議規則第７条の規定により、

本日をもって閉会したいと思います。これに

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めま○議長（馬場騎一君）

す。

よって、本日をもって閉会することに決し

ました。

─────────────────

◎教育長あいさつ

ここで、特に横岡教○議長（馬場騎一君）

育長より発言の申し出がありますので、この

際、発言を許します。

教育長。

議長さんのお許し○教育長（横岡勝栄君）

を得まして、一言お礼のごあいさつを申し述

べさせていただきます。

私こと、このたびの１２月議会をもちまし

て、任期満了につき退任することになりまし

た。もとより浅学非才の私でしたが、種市市

長さんはじめ、副市長さん、市幹部の皆さ

ん、そして今、大会議室で勉強されておりま

す課長さん、課長補佐の皆さん、職員の皆さ

ん、本当にお世話になりました。

そして、ここにおられる熊野教育委員長さ

んはじめ、教育委員の皆さん、さらに傍聴さ

れております婦人会の皆さん、手をつなぐ育

成会の皆さん、商工会の皆さん、町内会の皆

さん、本当にお世話になりました。ありがと

うございました。

そして、何よりも馬場議長さんはじめ、山

本副議長さん、そして議員の皆さんには、叱

咤激励をはじめ、時折温かいお言葉をいただ

くなど、さまざまなお力添えをいただき、何

とかここまで職務を遂行させていただきまし

た。本当にありがとうございました。
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お別れに際し、種市市長さんはじめ、議員

の皆様方、そして市職員の皆様方、「人とま

ち みんなで創る 国際文化都市」の見事な

三沢市発展のため、ますます御活躍されます

ことを心から御祈念申し上げ、甚だ簡単措辞

ではありますが、退任に当たってのごあいさ

つとさせていただきます。

三沢市民の皆さん、本当にお世話になりま

した。ありがとうございました。

終わります。（拍手）

─────────────────

◎市長あいさつ

次に、市長より発言○議長（馬場騎一君）

の申し出がありますので、この際、発言を許

します。

市長。

平成２１年三沢市議○市長（種市一正君）

会第４回定例会の閉会に当たりまして、議長

のお許しを得まして、一言ごあいさつ申し上

げます。

今定例会は、去る１２月７日開会され、本

日まで１０日間にわたり、平成２１年度三沢

市一般会計補正予算並びに各特別会計補正予

算等をはじめ、追加議案を含め２１件につい

て慎重御審議を賜り、それぞれ議案どおり御

議決、御同意を賜り、衷心より感謝を申し上

げます。

申し上げるまでもなく、これらの執行に当

たりましては、御審議の際に議員各位から賜

りました御意見あるいは御提言などを十分尊

重しつつ、最善の効果をおさめるよう努力し

てまいりますので、何とぞ一層の御支援、御

協力をお願い申し上げる次第であります。

さて、ことしも残すところあとわずかとな

りましたが、特に緊急案件のない限り、本定

例会が納めの議会となろうかと思います。議

員各位におかれましては、年の瀬が押し迫り

何かと御多忙のこととは存じますが、御自愛

の上、よい新年をお迎えくださるよう御祈念

申し上げまして、閉会に当たってのごあいさ

つとさせていただきます。

本当にありがとうございました。

─────────────────

これをもって、平成○議長（馬場騎一君）

２１年三沢市議会第４回定例会を閉会しま

す。

午前１０時５５分 閉会
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